
件 名 東日本大震災による治山施設災害復旧事業の説明会　【尾崎・千岩田海岸】

日 時 平成25年3月15日（金）　18：00～19：00

場 所 面瀬地域ふれあいセンター　多目的ホール

出 席 者 尾崎地区、千岩田地区住民　約30名

概 要 １．説明会の目的

２．主な質問・意見と回答

治山施設等災害復旧事業地元説明会に関する概要

　当該地区は、平成23年3月の大震災により、海岸防災林や防潮堤等が甚大な被害を受けました。
　震災以降、災害復旧事業申請を行い、復旧施設の設計を進めておりましたが、その設計について概要がまと
まりましたので、地域住民の方々に災害復旧内容を説明し、各事業へのご理解・ご協力をお願いするもので
す。

①尾崎地区の背後の土地利用計画の概要は決まったのか？
　→まだ具体的な情報は得られていませんが、今後、都市計画を含め調整を図っていきます。なお、防潮堤の
背後は一定の盛土を行い、防災林を造成する予定です。

②尾崎神社付近の窪地の法面処理は行われるのか？
　→背後部については、付帯工事の中で法面保護工の実施を検討します。

③海岸林の植栽樹種は何か？殺伐とした雰囲気にならないように樹種を選定してほしい。
　→基本的に、海に近いところはクロマツですが、内陸側については、要望を伺いながら植栽を担当する気仙
沼地方振興事務所と十分協議し選定します。なお、植栽については、施設災害復旧後に行うこととなります。

④何ｍの津波に耐えられるのか？
　→L1津波（T.P.+7.2m）には耐えられます。L2津波は乗り越える可能性があります。そのため、粘り強い構造に
し、壊されないように計画しています。

【計画図】

【標準構造図】




